
①投資に関する取組

不明水の抑制
維持管理適正化計画の作成

⻑寿命化事業の推進

国庫（県）補助事業・地方債の活用

使用料の見直しについての検討

技術の継承
災害への備え

快適 持続

長寿命化

目 標 令和２年度
（実績）

令和８年度
（目標）

令和13年度
（目標）

不明水率 13.4％ 10.9％ 9.4％

企業債残高 37億円 15億円 ５億円

一般会計からの
繰入金の抑制率

－
▲15％

（R2決算比）
▲40％

（R2決算比）

電力量の削減率 －
▲5％

（R2決算比）
▲10％

（R2決算比）

『計画期間』

令和４年度から令和13年度まで（10年間）

『背景』

本市の農業集落排水事業が将来にわたって、
安定的に事業を継続するため、中長期的な経営
の基本計画である「経営戦略」の策定を行い、
「経営基盤の強化」と「財政マネジメントの向
上」を図るものです。

【経営理念】

持続的・安定的
な農業集落排水
事業を提供

【視点１】

快適な暮らしを創造

する農業集落排水事業

【視点２】

持続可能な農業

集落排水事業

【視点３】

長寿命化を図る
農業集落排水事業

東近江市 農業集落排水事業 経営戦略【概要版】

施設・機器類の老朽化に
よる故障や機能低下が多発

『事後保全』として対応

維持管理費が増大

維持管理の効率化及び
適正化を行う

『予防保全』として対応

維持管理費の低減

≪現 状≫ ≪経営戦略策定後≫

農業集落排水事業の
インフラの長寿命化

省エネルギー技術を導入
することにより、ライフ

サイクルコストを低減

『農村整備事業』・・・農林水産省（補助事業）

〇最適整備構想（メンテナンスサイクルの実施）

〇維持管理適正化計画（維持管理のコストの軽減）

一般会計からの繰入金の抑制

活用

➋組織の状況
・技術職員の確保及び技能の向上

➌県内他団体の比較

➊農業集落排水処理施設使用料収入の状況

➁財源に関する取組

③その他の取組

【視点】

取
組
目
標

持続

持続

持続

持続

持続

持続

経営理念は『持続的・安定的な農業集落排水事業を提供』
とし、その実現のため、「快適」「持続」「長寿命化」の
３つの視点に基づき、計画的な事業経営を行います。

・・・

52処理施設

40処理施設

公共下水道へ接続（平成27度から）

２ 現状と課題 ３ 経営理念と基本方針１ 経営戦略の趣旨

５ 事後検証・更新４ 経営健全化の取組

中継ポンプ施設（81箇所）
管路施設（225km）

※本市は令和２年度、県内他団体は令和元年度の数値に基づき作成

※有収率：施設の稼働が収益につながっているかを判断する指標
年間有収水量÷汚水処理水量×100（%）

『第２次東近江市総合計画』【農業集落排水事業】
基本施策…農村下水道施設が適正に維持管理された

まちをつくります。

・有収率・・・・ 86.6% 92.0% 要改善
・水洗化率・・・ 99.4% 95.8% 良 好

地方公営企業会計への移行 持続

持続

長寿命化

経営目標の達成に向けて、毎年度の進捗管理と必要に
応じて改善措置を講じます。
また、５年に一度の見直しを行い、公表します。
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【使用料収入の推移】(千円)
予測実績

309,706

226,015
184,778

使用料収入の減少

（令和４年１月時点）（農業集落排水処理施設）

〔東近江市〕 〔県内他団体〕 〔評価〕

（合併当時）

中継ポンプ施設（83箇所）
管路施設（284km）



６ 投資・財政計画（収支計画）


